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野
木
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
「
水
と
緑
と
人
の
和
で

う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
」。

「
水
」
は
思
川
や
田
ん
ぼ
、
遊
水
地
な

ど
の
豊
か
な
水
を
、「
緑
」
は
平
地
林

や
田
畑
、
街
路
、
公
園
等
の
緑
地
を

連
想
さ
せ
ま
す
。

豊
か
な
自
然
環
境　

　

駅
を
中
心
と
し
た
市
街
地
か
ら
一

歩
踏
み
出
す
と
、
町
内
に
は
ま
だ
ま

だ
多
く
の
自
然
が
残
り
、
渡
良
瀬
遊

水
地
に
は
チ
ュ
ウ
ヒ
や
ハ
ヤ
ブ
サ
な

ど
の
鳥
類
、
オ
オ
モ
ノ
サ
シ
ト
ン
ボ

な
ど
の
昆
虫
、
メ
ダ
カ
や
カ
ワ
ヤ
ツ

メ
な
ど
の
魚
類
が
生
息
し
、
様
々
な

植
物
が
生
い
茂
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
市
街
地
に
目
を
向
け
る
と
、

野
木
神
社
の
杜
に
は
春
に
フ
ク
ロ
ウ

が
営
巣
し
、２
羽
の
ひ
な
鳥
が
巣
立
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
も
町
内
の
田
ん
ぼ
に

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛
来
し
、
餌
を
つ
い

ば
む
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

水
を
蓄
え
、
命
を
育
み
、
人
々
に

安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
こ
れ
ら
の

自
然
を
、
次
の
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
し
て
い
け
る
よ
う
守
り
続
け
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

水と緑と人の和で水 緑 人
うるおいのあるまち

▲野木神社に群生する二輪草
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渡良瀬川と思川の合流地点（野渡橋から撮影）

▲町内に飛来するコウノトリ ▲野木神社に営巣するフクロウ


